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「デザイン理論」投稿規程

1.内 容:デ ザインに関する未発表の論

文,研 究報告。

2.投 稿資格:本 会会員。

3.採F.択:採 否及び掲載号にっいては編

集委員会が決定する。

4.査 読:論 文については,編 集委員会

が査読者2名 に依頼する。査

読結果は編集委員会が本人に

通知す る。結果は,(A)無 条件

昭和37年11月11日改正,昭 和60年11月8日 改正,

平成2年11月10日 改正,平 成6年7月9日 改正

採 用,(B)条 件 採 用,(C)不 採 用

とす る。 査 読 期 間 は2ケ 月 と

す る。

5.執 筆 要 領:別 に定 め る。

6.提 出 期 限:論 文 は随 時,研 究 報 告 等 は8

月 末 日。

7.提 出 先:意 匠 学会 編集 委 員 会 。

なお,以 上 の 規 程 は,平 成6年7月9日

よ り発 効 す る。

「デザイ ン理論」執筆要領

1.原 稿:

原稿 は400字詰め横書原稿用紙 に横書 き

とする。

ワープロで作成する場合は,A4大 の紙

に1行40字,1頁30行 程度で作成すること。

査読論文の場合は最終原稿 とともに,ま た,

研究報告等は原稿提出時に,フ ロッピー

(機種 ソフ ト等を明記)も 提出すること。

いずれの場合も,提 出に際しては,コ ピー

をとって手元に保存すること6

また,所 定の割付用紙に割り付けを行なっ

て,原 稿とともに提出すること。割付用紙

は必要に応 じて各自コピーすること。

2.原 稿の分量:

分量は学術論文と研究報告はともに,図

版,図 表,注 などすべてを含めて,刷 上り

で,14頁 以内とする。(400字 詰原稿用紙で

は約45枚 である)。紙上発表 は8頁 以内,

発表 レジメは2頁 とする。

3.・原稿の構成:、

原稿には,曁表紙,本 文,注,お よび学術

論文 と研究報告には欧文(原 則として英文)

要約,キ ーワー ドを付す こと。

平成6年6月4日 編集委員会決定

表紙には,表 題,著 者名(ふ りがな付き),

所属機関名を和文と欧文(原 則として英文)

で書 くこと。

欧文要約は,刷 上 り1頁 とする。語数は

約200語 。必ず,タ イプライターまたはワー

プロで作成すること。また,で きる限 り,

当該言語を母国語とする人の校閲をえてお

くこと。

キーワード(和 文および英文)は,そ れ

ぞれ5語 以内とする。

4.図 ・表の レイァヴ トなど:

図版 はモノクロeム とし,位 置の指定,

大 きさ,レ イアウト,必 要な トリミングな

どはすべて執筆者が行なうこと。 レイァウ

トなどには学会指定の割付用紙で行なうこ

と。

図版などの著作権の問題があると思われ

る場合は,執 筆者自身が事前に許可をとっ

ておくこと。当学会 は著作権にっいての責

任は負わない。
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編集後記

21世紀最初の今年の秋はアメリカでの同時

多発テロと炭疽菌,そ れに狂牛病騒ぎが次々

に起こり,そ れでなくても構造不況の世の中,

暗い気分に満ちています。唯一の明るい二s一

スは,高 橋尚子がベルリンでのマラソンで優

勝 したことぐらいで しょうか。この 「40号」

がお手元に届 く頃には,少 しは明るい見通 し

が出ていることを祈っています。それにして

も今年の秋は,大 リーグとテロによって,ア

メ リカの出来事がっねにわれわれの関心事で

ありました。

今年 は5本 の学術論文が集まりました。古

代の東アジア文化圏を対象 としたものから現

代のデザイン状況を分析 したものまで,そ の

内容は広範囲にわたっています。文字通 り古

今東西に視野を広げた学会誌になっており,

意匠学会の面 目躍如 という感 じです。意匠学

会会員諸氏が関係された出版物 もこの数年か

なりの数にのぼり,書 評 も4編 収録すること

ができました。 これも学会の活発な活動のあ

らわれであろうと思われます。

意匠学会の活性化のためいろんな案が,目

下,委 員会等で議論されています。若い世代

の方々には,積 極的な学会での研究発表とと

もに,新 しい意匠学会のための生きのいいご

意見を,ぜ ひともお寄せいただきたいと思い

ます。『デザイン理論』に関 して も,よ り一

層充実 した学会誌にするためにみなさまのご

意見をお待ちしています。もちろん,論 文 ・

研究報告 ・書評にっいて も,み なさまの積極

的な投稿をお待ちしています。

(太田 ・並木)
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